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時間経過

急性放射線症候群 

急性放射線症候群の病期

確定的影響 

被ばく時

※全身に１ グレイ（1000ミリグレイ）以上の放射線を一度に受けた場合に見られる 
 急性放射線症候群 

嘔気･嘔吐（１Gy以上） 

頭痛（４Gy以上）

下痢（６Gy以上）

発熱（６Gy以上）

意識障害（８Gy以上） 

 

無症状 
 
 
 
 
 

   造血器障害（感染・出血）
   消化管障害
   皮膚障害
   神経･血管障害
 
 

前駆期
～48時間 

潜伏期
０～３週間 発症期 回復期

(あるいは死亡)

被
ば
く
線
量
大

出典：（公財）原子力安全研究協会 緊急被ばく医療研修テキスト「放射線の基礎知識」 Gy：グレイ


